
JP 2014-142432 A 2014.8.7

10

(57)【要約】
【課題】同期検知精度を低下させることなく小型化を図
ることができる光走査装置を提供する。
【解決手段】　開口板２２０２ａの開口部は、副走査対
応方向に関する開口幅が、主走査対応方向に関して中央
部よりも両端部のほうが小さい形状である。また、Ｚ軸
に直交する平面に正射影したとき、光偏向器２１０４に
入射する光束の幅は、光偏向器２１０４の１つの偏向反
射面の主走査対応方向に関する長さよりも小さい。また
、光偏向器２１０４で偏向された光束が同期検知センサ
１２に向かうタイミングでは、光偏向器２１０４に入射
する光束の一部が光偏向器２１０４で「ケラレ」るよう
に設定されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光束によって被走査面を主走査方向に沿って走査する光走査装置であって、
　光源と、
　前記光源からの光束を整形するための開口を有する開口部材と、
　前記開口部材の開口を通過した光束が入射される回転多面鏡と、
　前記回転多面鏡で偏向された光束を前記被走査面に導光する走査光学系と、
　前記回転多面鏡で反射された光束が入射される受光器とを備え、
　前記回転多面鏡の回転軸に直交する平面に正射影したとき、前記回転多面鏡に入射する
光束の幅は、前記回転多面鏡の１つの反射面の幅よりも小さく、
　前記開口部材の開口の前記主走査方向に直交する副走査方向に対応する方向に関する大
きさが、前記主走査方向に対応する方向に関して、中央部よりも両端部で小さく、
　前記回転多面鏡の回転軸に直交する平面に正射影したとき、前記受光器に向かう光束の
幅は、前記回転多面鏡に入射する光束の幅よりも小さい光走査装置。
【請求項２】
　前記回転多面鏡と前記受光器との間の光路上に配置され、前記主走査方向に対応する方
向に関して前記受光器に向かう光束を制限する制限部材を備えることを特徴とする請求項
１に記載の光走査装置。
【請求項３】
　前記回転多面鏡の回転軸に直交する平面に正射影したとき、前記受光器に向かう光束は
、前記回転多面鏡で一側端部が除かれた光束であり、
　前記制限部材は、前記受光器に向かう光束における前記除かれた側を制限することを特
徴とする請求項２に記載の光走査装置。
【請求項４】
　前記回転多面鏡の回転軸に直交する平面に正射影したとき、前記受光器に向かう光束と
前記回転多面鏡に入射する光束とのなす角度は、前記被走査面に向かう光束と前記回転多
面鏡に入射する光束とのなす角度よりも小さいことを特徴とする請求項１～３のいずれか
一項に記載の光走査装置。
【請求項５】
　前記回転多面鏡の回転軸に直交する平面に正射影したとき、前記被走査面における走査
開始位置及び走査終了位置の少なくとも一方に向かう光束の幅は、前記回転多面鏡に入射
する光束の幅よりも小さいことを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の光走査
装置。
【請求項６】
　前記回転多面鏡と前記受光器との間の光路上に配置された受光光学系を更に備え、
　前記主走査方向に対応する方向に関して、前記受光光学系の焦点距離は前記走査光学系
の焦点距離よりも短いことを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の光走査装置
。
【請求項７】
　前記回転多面鏡で偏向された光束が前記受光器に向かうタイミングでの前記光源の光出
力は、前記回転多面鏡で偏向された光束が前記被走査面に向かうタイミングでの前記光源
の光出力よりも大きいことを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の光走査装置
。
【請求項８】
　前記回転多面鏡と前記受光器との間の光路上に配置された受光光学系を更に備え、
　前記受光光学系の光利用効率は前記走査光学系の光利用効率よりも大きいことを特徴と
する請求項１～７のいずれか一項に記載の光走査装置。
【請求項９】
　前記受光器は、前記被走査面への書き込み開始タイミングを検出するための同期検知セ
ンサであることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の光走査装置。
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【請求項１０】
　少なくとも１つの像担持体と、
　前記少なくとも１つの像担持体を画像情報によって変調された光束により走査する請求
項１～９のいずれか一項に記載の光走査装置と、を備える画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光走査装置及び画像形成装置に係り、更に詳しくは、被走査面を光によって
走査する光走査装置、及び該光走査装置を備える画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式の画像記録では、レーザ光を用いた画像形成装置が広く用いられている。
この画像形成装置は、一般的に光走査装置を備え、光偏向器（例えば、ポリゴンミラー）
を用いて、感光性を有するドラムの表面をレーザ光で走査し、該ドラムの表面に潜像（静
電潜像）を形成している。
【０００３】
　そして、光走査装置は、１回の走査における書き込み開始前あるいは書き込み終了後の
所定のタイミングで、光偏向器で偏向された光を受光する同期検知センサを備え、該同期
検知センサの出力信号に基づいて１走査ラインにおける書き込み開始のタイミングを求め
ている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、光源と、偏向器と、結像ミラーと、偏向器により偏向走査さ
れた光束を受光し光束が走査された位置を検出する検出部と、検出部に光束を導く検出用
結像光学素子とを有する光走査装置において、検出用結像光学素子の有効径は入射光束直
径よりも小さくし、検出用結像光学素子を介した後の光束の光強度分布は主光線を中心と
したほぼ線対称の形状となることを特徴とする光走査装置が開示されている。
【０００５】
　また、特許文献２には、光源から出射した光束を整形して主走査方向に長い線状の光束
として結像させる第１の光学系と、第１の光学系の結像位置近傍に偏向面を有し、入射さ
れた光束を主走査方向に偏向走査する偏向手段と、偏向手段で反射偏向された光束を被走
査面上に結像させると共に、偏向手段の偏向面と該被走査面とを略共役な関係とする第２
の光学系と、偏向面の端部で反射偏向された光束を用いて被走査面上の走査開始位置のタ
イミングを制御する書き出し位置同期信号検出手段と、を有する走査光学装置において、
偏向手段と書き出し位置同期信号検出手段との間の光路中に、偏向面の端部で反射偏向さ
れた光束のうち偏向面の端縁で反射偏向された部分のみを制限する光束制限手段を設けた
ことを特徴とする走査光学装置が開示されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　近年、情報機器の発展に伴い、スモールオフィス（小規模事務所）及びホームオフィス
でのプリンタや複写機の需要が増加している。そして、それに伴って、画像形成装置の小
型化への要求が高まってきた。そこで、画像形成装置の一部を構成する光走査装置に対し
ても小型化が重要となっている。
【０００７】
　しかしながら、特許文献１及び特許文献２に開示されている装置では、小型化と高い同
期検知精度とを両立させるのは困難であった。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、光束によって被走査面を主走査方向に沿って走査する光走査装置であって、
光源と、前記光源からの光束を整形するための開口を有する開口部材と、前記開口部材の
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開口を通過した光束が入射される回転多面鏡と、前記回転多面鏡で偏向された光束を前記
被走査面に導光する走査光学系と、前記回転多面鏡で反射された光束が入射される受光器
とを備え、前記回転多面鏡の回転軸に直交する平面に正射影したとき、前記回転多面鏡に
入射する光束の幅は、前記回転多面鏡の１つの反射面の幅よりも小さく、前記開口部材の
開口の前記主走査方向に直交する副走査方向に対応する方向に関する大きさが、前記主走
査方向に対応する方向に関して、中央部よりも両端部で小さく、前記回転多面鏡の回転軸
に直交する平面に正射影したとき、前記受光器に向かう光束の幅は、前記回転多面鏡に入
射する光束の幅よりも小さい光走査装置である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の光走査装置によれば、同期検知精度を低下させることなく小型化を図ることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態に係る複合機の概略構成を説明するための図である。
【図２】図１における光走査装置の構成を説明するための図（その１）である。
【図３】図１における光走査装置の構成を説明するための図（その２）である。
【図４】図１における光走査装置の構成を説明するための図（その３）である。
【図５】図１における光走査装置の構成を説明するための図（その４）である。
【図６】回転多面鏡の内接円及び内接円半径を説明するための図である。
【図７】光偏向器に入射する光束の進行方向とＸ軸方向とのなす角θｉｎを説明するため
の図である。
【図８】光偏向器に入射する光束の幅ｄｉｎを説明するための図である。
【図９】同期検知センサに向かう光束の進行方向とＸ軸方向とのなす角θｐを説明するた
めの図である。
【図１０】回転多面鏡における面１～面７を説明するための図である。
【図１１】光偏向器で偏向された光束が同期検知センサに向かうタイミングでの、回転多
面鏡、入射光束及び同期光束を説明するための図である。
【図１２】走査光束が走査領域における走査開始位置に向かうタイミングでの、回転多面
鏡、入射光束及び走査光束を説明するための図である。
【図１３】走査光束が走査領域の中央位置に向かうタイミングでの、回転多面鏡、入射光
束及び走査光束を説明するための図である。
【図１４】走査光束が走査領域における走査終了位置に向かうタイミングでの、回転多面
鏡、入射光束及び走査光束を説明するための図である。
【図１５】従来の同期光束の光量分布の一例を説明するための図である。
【図１６】図１６（Ａ）及び図１６（Ｂ）は、それぞれ従来の開口板を説明するための図
である。
【図１７】図１７（Ａ）～図１７（Ｄ）は、それぞれ本実施形態における開口板の例を説
明するための図である。
【図１８】本実施形態における同期光束の光量分布の一例を説明するための図である。
【図１９】本実施形態において、遮光部材を取り除いたときの同期光束の光量分布の一例
を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施形態を図１～図１９に基づいて説明する。図１には、一実施形態
に係る画像形成装置としての複合機２０００の概略構成が示されている。
【００１２】
　この複合機２０００は、複写機、プリンタ、及びファクシミリの機能を有し、本体装置
１００１、読取装置１００２、及び自動原稿給紙装置１００３などを備えている。
【００１３】
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　本体装置１００１は、４色（ブラック、シアン、マゼンタ、イエロー）を重ね合わせて
フルカラーの画像を形成するタンデム方式の多色カラープリンタであり、光走査装置２０
１０、４つの感光体ドラム（２０３０ａ、２０３０ｂ、２０３０ｃ、２０３０ｄ）、４つ
のクリーニングユニット（２０３１ａ、２０３１ｂ、２０３１ｃ、２０３１ｄ）、４つの
帯電装置（２０３２ａ、２０３２ｂ、２０３２ｃ、２０３２ｄ）、４つの現像ローラ（２
０３３ａ、２０３３ｂ、２０３３ｃ、２０３３ｄ）、中間転写ベルト２０４０、転写ロー
ラ２０４２、定着ローラ２０５０、給紙コロ２０５４、排紙ローラ２０５８、給紙トレイ
２０６０、排紙トレイ２０７０、通信制御装置２０８０、及び上記各部を統括的に制御す
るプリンタ制御装置２０９０などを備えている。
【００１４】
　読取装置１００２は、本体装置１００１の上側に配置され、原稿を読み取る。すなわち
、読取装置１００２は、いわゆるスキャナ装置である。ここで読み取られた原稿の画像情
報は、本体装置１００１のプリンタ制御装置２０９０に送られる。
【００１５】
　自動原稿給紙装置１００３は、読取装置１００２の上側に配置され、セットされた原稿
を読取装置１００２に向けて送り出す。この自動原稿給紙装置１００３は、一般にＡＤＦ
（Ａｕｔｏ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｆｅｅｄｅｒ）と呼ばれている。
【００１６】
　通信制御装置２０８０は、ネットワークなどを介した上位装置（例えばパソコン）との
双方向の通信、及び公衆回線を介したデータ通信を制御する。
【００１７】
　プリンタ制御装置２０９０は、ＣＰＵ、該ＣＰＵにて解読可能なコードで記述されたプ
ログラム及び該プログラムを実行する際に用いられる各種データが格納されているＲＯＭ
、作業用のメモリであるＲＡＭ、アナログデータをデジタルデータに変換するＡ／Ｄ変換
回路などを有している。そして、プリンタ制御装置２０９０は、読取装置１００２からの
画像情報あるいは通信制御装置２０８０を介した画像情報を光走査装置２０１０に送る。
【００１８】
　感光体ドラム２０３０ａ、帯電装置２０３２ａ、現像ローラ２０３３ａ、及びクリーニ
ングユニット２０３１ａは、組として使用され、ブラックの画像を形成する画像形成ステ
ーション（以下では、便宜上「Ｋステーション」ともいう）を構成する。
【００１９】
　感光体ドラム２０３０ｂ、帯電装置２０３２ｂ、現像ローラ２０３３ｂ、及びクリーニ
ングユニット２０３１ｂは、組として使用され、マゼンタの画像を形成する画像形成ステ
ーション（以下では、便宜上「Ｍステーション」ともいう）を構成する。
【００２０】
　感光体ドラム２０３０ｃ、帯電装置２０３２ｃ、現像ローラ２０３３ｃ、及びクリーニ
ングユニット２０３１ｃは、組として使用され、シアンの画像を形成する画像形成ステー
ション（以下では、便宜上「Ｃステーション」ともいう）を構成する。
【００２１】
　感光体ドラム２０３０ｄ、帯電装置２０３２ｄ、現像ローラ２０３３ｄ、及びクリーニ
ングユニット２０３１ｄは、組として使用され、イエローの画像を形成する画像形成ステ
ーション（以下では、便宜上「Ｙステーション」ともいう）を構成する。
【００２２】
　各感光体ドラムはいずれも、その表面に感光層が形成されている。ここでは、各感光体
ドラムの表面がそれぞれ被走査面である。各感光体ドラムは、不図示の回転機構により、
図１における面内で矢印方向に回転する。
【００２３】
　各帯電装置は、対応する感光体ドラムの表面をそれぞれ均一に帯電させる。
【００２４】
　光走査装置２０１０は、プリンタ制御装置２０９０からの多色の画像情報（ブラック画
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像情報、シアン画像情報、マゼンタ画像情報、イエロー画像情報）に基づいて色毎に変調
された光により、対応する帯電された感光体ドラムの表面をそれぞれ走査する。これによ
り、画像情報に対応した潜像が各感光体ドラムの表面にそれぞれ形成される。すなわち、
ここでは、各感光体ドラムが像担持体である。ここで形成された潜像は、感光体ドラムの
回転に伴って対応する現像装置の方向に移動する。なお、この光走査装置２０１０の構成
については後述する。
【００２５】
　各現像ローラは、回転に伴って、対応するトナーカートリッジ（図示省略）からのトナ
ーが、その表面に薄く均一に塗布される。そして、各現像ローラの表面のトナーは、対応
する感光体ドラムの表面に接すると、該表面における光が照射された部分にだけ移行し、
そこに付着する。すなわち、各現像ローラは、対応する感光体ドラムの表面に形成された
潜像にトナーを付着させて顕像化させる。ここでトナーが付着した像（トナー画像）は、
感光体ドラムの回転に伴って中間転写ベルト２０４０の方向に移動する。
【００２６】
　イエロー、マゼンタ、シアン、ブラックの各トナー画像は、所定のタイミングで中間転
写ベルト２０４０上に順次転写され、重ね合わされてカラー画像が形成される。
【００２７】
　給紙トレイ２０６０には記録紙が格納されている。この給紙トレイ２０６０の近傍には
給紙コロ２０５４が配置されており、該給紙コロ２０５４は、記録紙を給紙トレイ２０６
０から１枚ずつ取り出す。該記録紙は、所定のタイミングで中間転写ベルト２０４０と転
写ローラ２０４２との間隙に向けて送り出される。これにより、中間転写ベルト２０４０
上のカラー画像が記録紙に転写される。カラー画像が転写された記録紙は、定着ローラ２
０５０に送られる。
【００２８】
　定着ローラ２０５０では、熱と圧力とが記録紙に加えられ、これによってトナーが記録
紙上に定着される。トナーが定着された記録紙は、排紙ローラ２０５８を介して排紙トレ
イ２０７０に送られ、排紙トレイ２０７０上に順次積み重ねられる。
【００２９】
　各クリーニングユニットは、対応する感光体ドラムの表面に残ったトナー（残留トナー
）を除去する。残留トナーが除去された感光体ドラムの表面は、再度対応する帯電装置に
対向する位置に戻る。
【００３０】
　次に、前記光走査装置２０１０の構成について説明する。
【００３１】
　光走査装置２０１０は、一例として図２～図５に示されるように、２つの光源（２２０
０Ａ、２２００Ｂ）、４つのカップリングレンズ（２２０１ａ、２２０１ｂ、２２０１ｃ
、２２０１ｄ）、４つの開口板（２２０２ａ、２２０２ｂ、２２０２ｃ、２２０２ｄ）、
４つのシリンドリカルレンズ（２２０４ａ、２２０４ｂ、２２０４ｃ、２２０４ｄ）、光
偏向器２１０４、４つの走査レンズ（２１０５ａ、２１０５ｂ、２１０５ｃ、２１０５ｄ
）、８枚の折り返しミラー（２１０６Ａ、２１０６Ｂ、２１０７ａ、２１０７ｂ、２１０
７ｃ、２１０７ｄ、２１０８ａ、２１０８ｄ）、同期検知光学系１１、同期検知センサ１
２、遮光板１３、及び不図示の走査制御装置などを備えている。そして、これらは、光学
ハウジング２３００の所定位置に組み付けられている。
【００３２】
　なお、ここでは、ＸＹＺ３次元直交座標系において、各感光体ドラムの長手方向（回転
軸方向）に沿った方向をＹ軸方向、光偏向器２１０４の回転軸に沿った方向をＺ軸方向と
して説明する。また、以下では、便宜上、各光学部材において、主走査方向に対応する方
向を「主走査対応方向」と略述し、副走査方向に対応する方向を「副走査対応方向」と略
述する。
【００３３】
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　光源２２００Ａと光源２２００Ｂは、Ｘ軸方向に関して離れた位置に配置されている。
各光源は、いずれも２つの発光部を有しており、少なくともＺ軸方向に関して離間してい
る２つの光束を射出する。
【００３４】
　ここでは、光源２２００Ａから射出される２つの光束のうち、＋Ｚ側の光束を「光束Ｌ
ａ」といい、－Ｚ側の光束を「光束Ｌｂ」という。また、光源２２００Ｂから射出される
２つの光束のうち、＋Ｚ側の光束を「光束Ｌｄ」といい、－Ｚ側の光束を「光束Ｌｃ」と
いう。
【００３５】
　カップリングレンズ２２０１ａは、光源２２００Ａから射出された光束Ｌａの光路上に
配置され、該光束を略平行光束とする。
【００３６】
　カップリングレンズ２２０１ｂは、光源２２００Ａから射出された光束Ｌｂの光路上に
配置され、該光束を略平行光束とする。
【００３７】
　カップリングレンズ２２０１ｃは、光源２２００Ｂから射出された光束Ｌｃの光路上に
配置され、該光束を略平行光束とする。
【００３８】
　カップリングレンズ２２０１ｄは、光源２２００Ｂから射出された光束Ｌｄの光路上に
配置され、該光束を略平行光束とする。
【００３９】
　開口板２２０２ａは、開口部を有し、カップリングレンズ２２０１ａを介した光束Ｌａ
を整形する。
【００４０】
　開口板２２０２ｂは、開口部を有し、カップリングレンズ２２０１ｂを介した光束Ｌｂ
を整形する。
【００４１】
　開口板２２０２ｃは、開口部を有し、カップリングレンズ２２０１ｃを介した光束Ｌｃ
を整形する。
【００４２】
　開口板２２０２ｄは、開口部を有し、カップリングレンズ２２０１ｄを介した光束Ｌｄ
を整形する。
【００４３】
　なお、４つの開口板を区別する必要がないときは、それらを総称して「開口板２２０２
」と表記する。
【００４４】
　シリンドリカルレンズ２２０４ａは、開口板２２０２ａの開口部を通過した光束Ｌａの
光路上に配置され、該光束をＺ軸方向に関して集光する。
【００４５】
　シリンドリカルレンズ２２０４ｂは、開口板２２０２ｂの開口部を通過した光束Ｌｂの
光路上に配置され、該光束をＺ軸方向に関して集光する。
【００４６】
　シリンドリカルレンズ２２０４ｃは、開口板２２０２ｃの開口部を通過した光束Ｌｃの
光路上に配置され、該光束をＺ軸方向に関して集光する。
【００４７】
　シリンドリカルレンズ２２０４ｄは、開口板２２０２ｄの開口部を通過した光束Ｌｄの
光路上に配置され、該光束をＺ軸方向に関して集光する。
【００４８】
　各光源と光偏向器２１０４との間の光路上に配置されている光学系は、「偏向器前光学
系」とも呼ばれている。
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【００４９】
　光偏向器２１０４は、２段構造の回転多面鏡を有している。各回転多面鏡には７つの鏡
面がそれぞれ形成されており、各鏡面が偏向反射面である。そして、１段目（下段）の回
転多面鏡では、シリンドリカルレンズ２２０４ｂを介した光束Ｌｂ及びシリンドリカルレ
ンズ２２０４ｃを介した光束Ｌｃがそれぞれ偏向され、２段目（上段）の回転多面鏡では
、シリンドリカルレンズ２２０４ａを介した光束Ｌａ及びシリンドリカルレンズ２２０４
ｄを介した光束Ｌｄがそれぞれ偏向されるように配置されている。各回転多面鏡の内接円
半径Ａ（図６参照）は１６ｍｍである。
【００５０】
　ここでは、光束Ｌａ及び光束Ｌｂは光偏向器２１０４の＋Ｘ側に偏向され、光束Ｌｃ及
び光束Ｌｄは光偏向器２１０４の－Ｘ側に偏向される。
【００５１】
　走査レンズ２１０５ａ及び走査レンズ２１０５ｂは、光偏向器２１０４の＋Ｘ側に配置
され、走査レンズ２１０５ｃ及び走査レンズ２１０５ｄは、光偏向器２１０４の－Ｘ側に
配置されている。
【００５２】
　そして、走査レンズ２１０５ａと走査レンズ２１０５ｂはＺ軸方向に積層され、走査レ
ンズ２１０５ａは２段目の回転多面鏡に対向し、走査レンズ２１０５ｂは１段目の回転多
面鏡に対向している。また、走査レンズ２１０５ｃと走査レンズ２１０５ｄはＺ軸方向に
積層され、走査レンズ２１０５ｃは１段目の回転多面鏡に対向し、走査レンズ２１０５ｄ
は２段目の回転多面鏡に対向している。
【００５３】
　光偏向器２１０４で偏向された光束Ｌａは、走査レンズ２１０５ａ、折り返しミラー２
１０６Ａ、折り返しミラー２１０７ａ、及び折り返しミラー２１０８ａを介して、感光体
ドラム２０３０ａに照射される。
【００５４】
　光偏向器２１０４で偏向された光束Ｌｂは、走査レンズ２１０５ｂ、折り返しミラー２
１０６Ａ、及び折り返しミラー２１０７ｂを介して、感光体ドラム２０３０ｂに照射され
る。
【００５５】
　光偏向器２１０４で偏向された光束Ｌｃは、走査レンズ２１０５ｃ、折り返しミラー２
１０６Ｂ、及び折り返しミラー２１０７ｃを介して、感光体ドラム２０３０ｃに照射され
る。
【００５６】
　光偏向器２１０４で偏向された光束Ｌｄは、走査レンズ２１０５ｄ、折り返しミラー２
１０６Ｂ、折り返しミラー２１０７ｄ、及び折り返しミラー２１０８ｄを介して、感光体
ドラム２０３０ｄに照射される。
【００５７】
　各感光体ドラム上の光スポットは、対応する回転多面鏡の回転に伴って該感光体ドラム
の長手方向に移動する。このときの光スポットの移動方向が「主走査方向」であり、感光
体ドラムの回転方向が「副走査方向」である。
【００５８】
　光偏向器２１０４と各感光体ドラムとの間の光路上に配置されている光学系は、「走査
光学系」とも呼ばれている。
【００５９】
　同期検知センサ１２は、１回の走査における書き込み開始前あるいは書き込み終了後の
所定のタイミングで、光偏向器２１０４で偏向された光束が入射する位置に配置されてい
る。同期検知センサ１２は、受光量に対応したレベルの信号（光電変換信号）を走査制御
装置に出力する。走査制御装置は、同期検知センサ１２の出力信号に基づいて、各感光体
ドラムでの書き込み開始タイミングを求める。
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【００６０】
　同期検知光学系１１は、光偏向器２１０４と同期検知センサ１２との間に配置され、光
偏向器２１０４で偏向された光束を同期検知センサ１２に導光する。主走査対応方向に関
して、同期検知光学系１１の焦点距離は、走査光学系の焦点距離よりも短くなるように設
定されている。この場合、同期検知センサ１２の受光面上での光スポットの移動速度は、
被走査面上での光スポットの移動速度よりも遅くなり、同期検知センサ１２の出力信号に
おけるＳ／Ｎを高くすることができる。なお、同期検知光学系１１は、１つの光学素子で
構成されても良いし、複数の光学素子で構成されても良い。
【００６１】
　また、同期検知光学系１１の光利用効率は、走査光学系の光利用効率よりも高くなるよ
うに設定されている。この場合、同期検知センサ１２の出力信号におけるＳ／Ｎを更に高
くすることができる。
【００６２】
　遮光板１３は、光偏向器２１０４と同期検知光学系１１との間に配置され、光偏向器２
１０４で偏向された光束の主走査対応方向に関する一側端部を遮光する。
【００６３】
　図７に示されるように、Ｚ軸方向に直交する平面に正射影したとき、光源から射出され
、光偏向器２１０４に入射する光束の進行方向とＸ軸方向とのなす角をθｉｎと表記する
。ここでは、θｉｎ＝５５°となるように設定されている。
【００６４】
　また、図８に示されるように、Ｚ軸方向に直交する平面に正射影したとき、開口板の開
口部を通過した光束の幅をｄｉｎと表記する。この光束が光偏向器２１０４に入射する。
ここでは、ｄｉｎ＝４ｍｍとなるように設定されている。ｄｉｎは、１つの偏向反射面の
幅（主走査対応方向に関する長さ）よりも小さい。
【００６５】
　また、図９に示されるように、Ｚ軸方向に直交する平面に正射影したとき、光偏向器２
１０４で偏向され同期検知センサ１２に向かう光束の進行方向とＸ軸方向とのなす角をθ
ｐと表記する。ここでは、θｐ＝４５°となるように設定されている。
【００６６】
　また、各回転多面鏡において、７つの偏向反射面を区別する必要があるときは、図１０
に示されるように、反時計まわりに面１、面２、面３、面４、面５、面６、面７とする。
【００６７】
　次に、光源２２００Ａから射出され、光偏向器２１０４に入射する光束（以下では、「
入射光束」と略述する）と、光偏向器２１０４で偏向され、同期検知センサ１２に向かう
光束（以下では、「同期光束」と略述する）について説明する。ここでは、回転多面鏡の
面１で反射された光束が、同期検知センサ１２に向かうものとする。
【００６８】
　図１１には、面１で反射された光束が、同期検知センサ１２に向かうタイミングでの、
入射光束及び同期光束が示されている。このとき、入射光束の全てが回転多面鏡の面１に
入射するのではなく、入射光束の一部は面７に入射するように設定されている。そこで、
Ｚ軸方向に直交する平面に正射影したとき、同期光束の幅ｄｐは、入射光束の幅ｄｉｎよ
りも小さくなる。すなわち、このとき、光偏向器２１０４では、入射光束の一側端部が除
かれて同期光束となる。なお、以下では、入射光束の一部が除かれることを「ケラレ」る
ともいう。
【００６９】
　ここでは、遮光板１３は、同期光束に含まれる、面１における面７との境界近傍で反射
された光束が遮光されるように配置されている。すなわち、遮光板１３は、同期光束にお
ける上記「ケラレ」た側を制限する。
【００７０】
　続いて、光偏向器２１０４で偏向され、対応する感光体ドラムの走査領域に向かう光束
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（以下では、「走査光束」と略述する）について説明する。
【００７１】
　図１２には、走査光束が走査領域における走査開始位置に向かうタイミングでの、入射
光束及び反射光束が示されている。このとき、入射光束の全てが回転多面鏡の面１に入射
するのではなく、入射光束の一部は面７に入射するように設定されている。そこで、主走
査対応方向に関して、走査開始位置に向かう走査光束の幅ｄｓは、入射光束の幅ｄｉｎよ
りも小さくなる。すなわち、このとき、光偏向器２１０４では、入射光束の一部が「ケラ
レ」ることとなる。また、走査開始位置に向かう走査光束の進行方向とＸ軸方向とのなす
角θｓは３６°である。
【００７２】
　図１３には、走査光束が走査領域の中央位置に向かうタイミングでの、入射光束及び反
射光束が示されている。このとき、入射光束の全てが回転多面鏡の面１に入射する。そこ
で、主走査対応方向に関して、走査領域の中央位置に向かう走査光束の幅ｄｃは、入射光
束の幅ｄｉｎと同じである。すなわち、このとき、光偏向器２１０４では、入射光束の「
ケラレ」はない。
【００７３】
　図１４には、走査光束が走査領域における走査終了位置に向かうタイミングでの、入射
光束及び反射光束が示されている。このとき、入射光束の全てが回転多面鏡の面１に入射
するのではなく、入射光束の一部は面２に入射するように設定されている。そこで、主走
査対応方向に関して、走査終了位置に向かう走査光束の幅ｄｅは、入射光束の幅ｄｉｎよ
りも小さくなる。すなわち、このとき、光偏向器２１０４では、入射光束の一部が「ケラ
レ」ることとなる。また、走査終了位置に向かう走査光束の進行方向とＸ軸方向とのなす
角θｅは－３６°である。
【００７４】
　｜θｓ｜＋｜θｅ｜は、いわゆる走査画角に対応する角度であり、ここでは７２°であ
る。また、｜θｓ｜及び｜θｅ｜は、「走査半画角」と呼ばれている。
【００７５】
　ここでは、感光体ドラムの走査領域における走査開始位置は、主走査方向に関する該走
査領域の一側端部であり、感光体ドラムの走査領域における走査終了位置は、主走査方向
に関する該走査領域の他側端部である。
【００７６】
　走査制御装置は、同期光束の光量が走査光束の光量よりも大きくなるように、光偏向器
２１０４で偏向された光束が同期検知センサ１２に向かうタイミングの直前に光源の光出
力を通常よりも高くし、同期検知直後に光源の光出力を通常に戻す処理を行う。これによ
り、同期検知センサ１２の出力信号におけるＳ／Ｎを更に高くすることができる。
【００７７】
　なお、光源２２００Ｂから射出された光束についても、入射光束と走査光束の関係が上
述した光源２２００Ａから射出された光束の場合と同じように設定されている。
【００７８】
　ところで、光偏向器にレーザ光を入射させる方式として、アンダーフィルドタイプとオ
ーバーフィルドタイプがある。以下では、便宜上、アンダーフィルドタイプを「ＵＦタイ
プ」、オーバーフィルドタイプを「ＯＦタイプ」ともいう。
【００７９】
　ＵＦタイプでは、主走査対応方向に関して、１つの偏向反射面の長さよりも入射光の幅
が小さい（例えば、特開２００５－９２１２９号参照）。この場合、入射光のすべてが１
つの偏向反射面で反射される。
【００８０】
　ＯＦタイプでは、主走査対応方向に関して、１つの偏向反射面の長さよりも入射光の幅
が大きい（例えば、特開平１０－２０６７７８号参照）。この場合、入射光は同時に複数
の偏向反射面に入射する。
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【００８１】
　従来のＵＦタイプの光走査装置では、画像形成の高速化や画素密度の高密度化に対応す
るには、主走査対応方向に関して、１つの偏向反射面の長さを大きくする必要があるため
、回転多面鏡における鏡面の数を少なくするか、回転多面鏡における内接円半径を大きく
する必要があった。
【００８２】
　しかしながら、回転多面鏡における鏡面の数を少なくすると、該回転多面鏡の回転数を
大きくしなければならない不都合があった。一方、回転多面鏡における内接円半径を大き
くすると、回転多面鏡の風損が増加し、消費電力が増加するという不都合があった。なお
、光源における発光部の数を増やし１つの偏向反射面で偏向されるビーム数を多くするこ
とが考えられるが、発光部の数の増加とともに光源の駆動回路も大型化し、高コスト化を
招く。
【００８３】
　また、従来のＯＦタイプの光走査装置では、画像形成の高速化や画素密度の高密度化に
対応するには、鏡面の数が１０以上の回転多面鏡を用いる必要があるため、走査画角が小
さくなり、光走査装置の大型化を招くという不都合があった。また、光束の一部が利用さ
れないため、光利用効率が低いという不都合があった。
【００８４】
　本実施形態では、光偏向器２１０４で偏向された光束が走査領域を走査する際、走査開
始位置に向かうタイミング及び走査終了位置に向かうタイミングでのみ、入射光束の一部
が光偏向器２１０４で「ケラレ」るように設定されている。
【００８５】
　そこで、本実施形態における光走査装置２０１０では、従来のＵＦタイプの光走査装置
よりも、回転多面鏡を小型化することができる。この場合、消費電力を増加させることな
く、回転多面鏡を高速で回転させることが可能となる。また、発光部の数を増加させる必
要はなく、光源の駆動回路の大型化を避けることができる。そのため、高コスト化を招く
ことなく、画像形成の高速化や画素密度の高密度化に対応することができる。
【００８６】
　例えば、内接円半径が１８ｍｍで６鏡面を有する回転多面鏡に代えて、内接円半径が１
６ｍｍで７鏡面を有する回転多面鏡を用いることができる。この場合、風損が同じであれ
ば、走査速度を約１．５（≒（１８／１６）２×（７／６））倍にすることが可能である
。
【００８７】
　なお、回転多面鏡の回転速度が同じでよければ、回転多面鏡の小型化により、回転多面
鏡の耐久性を向上させるとともに、発熱量を低減させることができる。
【００８８】
　また、本実施形態における光走査装置２０１０では、従来のＯＦタイプの光走査装置よ
りも、走査画角を大きくすることができる。そのため、大型化を招くことなく、画像形成
の高速化や画素密度の高密度化に対応することができる。
【００８９】
　また、本実施形態では、同期光束は、入射光束の一部が光偏向器で「ケラレ」た光束で
ある。この場合は、回転多面鏡の小型化を更に図ることができる。
【００９０】
　ところで、従来の光走査装置では、入射光束の一部が光偏向器で「ケラレ」た光束を同
期光束にすると、回転多面鏡における回転中心から各鏡面までの距離のばらつきや、隣接
する２つの鏡面のなす角度のばらつきなどに起因して、同期光束の光量が鏡面毎に大きく
異なる場合があった（図１５参照）。図１５におけるΔｐ０は、面１で反射された同期光
束のピーク光量と面２で反射された同期光束のピーク光量との差分である。
【００９１】
　本実施形態では、開口板２２０２及び遮光板１３によって、回転中心から各鏡面までの
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距離にばらつきがあったり、隣接する２つの鏡面のなす角度にばらつきがあっても、同期
光束の光量が鏡面毎に異なるのを抑制している。
【００９２】
　図１６（Ａ）には、従来のＵＦタイプの光走査装置で用いられている開口板の例が示さ
れている。この開口板の開口部は矩形形状である。図１６（Ｂ）には、従来のＯＦタイプ
の光走査装置で用いられている開口板の例が示されている。この開口板の開口部は、副走
査対応方向に関する長さ（開口幅）が、主走査対応方向における両端部分で、主走査対応
方向における中央部分よりも大きくなる形状を有している。
【００９３】
　図１７（Ａ）～図１７（Ｄ）には、本実施形態における開口板２２０２の例が示されて
いる。開口板２２０２の開口部は、副走査対応方向に関する長さ（開口幅）が、主走査対
応方向における両端部分で、主走査対応方向における中央部分よりも小さくなる形状を有
している。
【００９４】
　図１８には、本実施形態における同期光束の光量分布の一例が示されている。この場合
は、回転多面鏡において、回転中心から各鏡面までの距離にばらつきがあったり、隣接す
る２つの鏡面のなす角度にばらつきがあっても、同期光束の光量が鏡面毎に異なるのを抑
制することができる。図１８におけるΔｐ１は、面１で反射された同期光束のピーク光量
と面２で反射された同期光束のピーク光量との差分であり、上記Δｐ０よりも極めて小さ
い。
【００９５】
　図１９には、本実施形態において、遮光板１３を取り除いたときの同期光束の光量分布
の一例が示されている。図１９におけるΔｐ２は、面１で反射された同期光束のピーク光
量と面２で反射された同期光束のピーク光量との差分であり、上記Δｐ１よりは大きいが
、上記Δｐ０よりはかなり小さい。
【００９６】
　以上の説明から明らかなように、本実施形態に係る光走査装置２０１０では、開口板２
２０２によって本発明の開口部材が構成され、同期検知センサ１２によって受光器が構成
されている。また、遮光板１３によって制限部材が構成され、同期検知光学系１１によっ
て受光光学系が構成されている。
【００９７】
　以上説明したように、本実施形態に係る光走査装置２０１０によると、２つの光源（２
２００Ａ、２２００Ｂ）、４つの偏向器前光学系、光偏向器２１０４、４つ走査光学系、
同期検知光学系１１、同期検知センサ１２、遮光板１３、及び走査制御装置などを備えて
いる。
【００９８】
　各偏向器前光学系は、光源から射出された光束を整形する開口板２２０２を有している
。該開口板２２０２の開口部は、副走査対応方向に関する開口幅が、主走査対応方向に関
して中央部よりも両端部のほうが小さい形状である。
【００９９】
　また、本実施形態では、光偏向器２１０４の回転軸に直交する平面に正射影したとき、
光偏向器２１０４に入射する光束の幅ｄｉｎは、光偏向器２１０４の１つの偏向反射面の
幅（主走査対応方向に関する長さ）よりも小さい。
【０１００】
　また、本実施形態では、光偏向器２１０４で偏向された光束が同期検知センサ１２に向
かうタイミングでは、入射光束の一部が光偏向器２１０４で「ケラレ」るように設定され
ている。
【０１０１】
　また、本実施形態では、光偏向器２１０４で偏向された光束が走査領域を走査する際、
走査開始位置に向かうタイミング及び走査終了位置に向かうタイミングでのみ、入射光束
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の一部が光偏向器２１０４で「ケラレ」るように設定されている。
【０１０２】
　また、本実施形態では、同期光束における「ケラレ」た側を制限する遮光板１３を備え
ている。
【０１０３】
　また、本実施形態では、光偏向器２１０４の回転軸に直交する平面に正射影したとき、
同期検知センサ１２に向かう光束と光偏向器２１０４に入射する光束とのなす角度は、走
査領域に向かう光束と光偏向器２１０４に入射する光束とのなす角度よりも小さい。
【０１０４】
　この場合、（１）回転多面鏡を小さくすることができ、（２）走査画角を大きくするこ
とができ、（３）同期光束の光量が鏡面毎に異なるのを抑制することができる。そこで、
同期検知精度を低下させることなく、光走査装置の小型化を図ることができる。
【０１０５】
　また、本実施形態では、主走査対応方向に関して、同期検知光学系１１の焦点距離は走
査光学系の焦点距離よりも短い。また、同期検知光学系１１の光利用効率は走査光学系の
光利用効率よりも大きい。また、光偏向器２１０４で偏向された光束が同期検知センサ１
２に向かうタイミングでの光源の光出力は、光偏向器２１０４で偏向された光束が走査領
域に向かうタイミングでの光源の光出力よりも大きい。
【０１０６】
　この場合は、同期検知精度を更に向上させることができる。
【０１０７】
　そして、複合機２０００は、光走査装置２０１０を備えているため、結果として、画像
品質を低下させることなく、小型化を図ることができる。
【０１０８】
　なお、上記実施形態では、ｄｉｎが４ｍｍの場合について説明したがこれに限定される
ものではない。
【０１０９】
　また、上記実施形態では、θｉｎが５５°の場合について説明したがこれに限定される
ものではない。
【０１１０】
　また、上記実施形態では、θｐが４５°の場合について説明したがこれに限定されるも
のではない。
【０１１１】
　また、上記実施形態では、各回転多面鏡に内接する円の半径が１６ｍｍの場合について
説明したがこれに限定されるものではない。
【０１１２】
　また、上記実施形態では、各回転多面鏡に７面の鏡面が形成されている場合について説
明したがこれに限定されるものではない。
【０１１３】
　また、上記実施形態において、光偏向器２１０４で偏向された光束が走査領域を走査す
る際、走査開始位置に向かうタイミング及び走査終了位置に向かうタイミングのいずれか
でのみ、入射光束の一部が光偏向器２１０４で「ケラレ」るように設定されていても良い
。
【０１１４】
　また、上記実施形態において、光源にモノリシックな端面発光レーザアレイや面発光レ
ーザアレイを用いても良い。
【０１１５】
　また、上記実施形態では、それぞれ２つの発光部を有する２つの光源が用いられる場合
について説明したが、これに限定されるものではない。例えば、それぞれ１つの発光部を
有する４つの光源を用いても良い。また、それぞれ１つの発光部を有する２つの光源を用
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【０１１６】
　また、上記実施形態では、画像形成装置として複合機の場合について説明したが、これ
に限定されるものではない。画像形成装置が、単独の複写機、プリンタ、及びファクシミ
リ装置であっても良い。
【０１１７】
　また、レーザ光によって発色する媒体（例えば、用紙）に直接、レーザ光を照射する画
像形成装置であっても良い。
【０１１８】
　また、像担持体として銀塩フィルムを用いた画像形成装置であっても良い。この場合に
は、光走査により銀塩フィルム上に潜像が形成され、この潜像は通常の銀塩写真プロセス
における現像処理と同等の処理で可視化することができる。そして、通常の銀塩写真プロ
セスにおける焼付け処理と同等の処理で印画紙に転写することができる。このような画像
形成装置は光製版装置や、ＣＴスキャン画像等を描画する光描画装置として実施できる。
【符号の説明】
【０１１９】
　１１…同期検知光学系（受光光学系）、１２…同期検知センサ（受光器）、１３…遮光
板（制限部材）、２０００…複合機（画像形成装置）、２０１０…光走査装置、２０３０
ａ，２０３０ｂ，２０３０ｃ，２０３０ｄ…感光体ドラム（像担持体）、２１０４…光偏
向器、２１０５ａ，２１０５ｂ，２１０５ｃ，２１０５ｄ…走査レンズ（走査光学系の一
部）、２２００Ａ，２２００Ｂ…光源、２２０１ａ，２２０１ｂ，２２０１ｃ，２２０１
ｄ…カップリングレンズ、２２０２ａ，２２０２ｂ，２２０２ｃ，２２０２ｄ…開口板（
開口部材）、２２０４ａ，２２０４ｂ，２２０４ｃ，２２０４ｄ…シリンドリカルレンズ
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１２０】
【特許文献１】特許第２９７１００５号公報
【特許文献２】特開２００３－２２２８１１号公報
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